
低レベル放射性廃棄物の中で放射能濃度が比較的高い廃棄物を埋設処分する余裕深度処分埋設施設（L1 施設）における
低透水層は，粒状ベントナイトの締固め施工が検討されており，所定の遮水性能を満足するための目標乾燥密度が設定
されています。低透水層は低拡散層と埋め戻し材で挟まれた極めて狭隘な条件下（幅 1ｍ）のため，小型締固め機械の
使用が余儀なくされており，従来の締固め技術では多くの転圧回数が必要とされ，締固め密度にもバラツキが生じる結
果となっていました。そこで本研究では，粒状ベントナイトの振動特性に着目した締固め実験を行い，効率的締固めと
密度のバラツキ低減を目的とした合理的な締固め技術を開発しました。

本研究では，粒状ベントナイトの振動特性に着目した締固め実験を行うことにより，従来工法の２倍の締固め効率と品
質のバラツキ低減効果が期待できる「効率的締固めプロセス」（３ Step 締固め工法）を開発しました。当工法は，粒状
ベントナイトの最適振動周波数 fopt と最適な振幅による起振力 F０を適用した改造締固め機械を用い，接地圧 p，起振力
F０，振動周波数 f の異なる３種類の締固め機械を適切に組み合わせ，Step1，Step2 および Step3 から構成される締
固めステップによる合理的締固め技術です。

本研究で開発した「効率的締固めプロセス」（３ Step 締固め工法）は，粒状ベントナイトの撒き出し後，振動成形機に
よる締固め（Step1），改造振動コンパクターによる締固め（Step2）および小型振動ローラーによる締固め（Step3）
から構成される施工ステップを行うことにより，従来工法と比較して２倍の締固め効率（50％の転圧回数および転圧時
間）で目標乾燥密度を達成することができ，また仕上がり層の上下乾燥密度のバラツキも低減することができました。
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